
平 成 １ ７ 年 ４ 月 ６ 日 

（市長記者会見資料）                     

京 都 市 

                  （担当 消防局庶務課 212-6629） 

 
新型消防ヘリコプター「ひえい号」の配備と 

「スーパーコマンドレスキューチーム」の創設について 
 

 京都市では，震災・水災等の大規模自然災害やＮＢＣ災害等の特殊災害をはじめ，あ

らゆる災害に迅速・的確に対応するため，消防体制の一層の充実・強化を図っていると

ころです。 

 この度，高度な応急処置が可能な救急救命装置や赤外線カメラ装置，従来の約２倍の

９００ℓの水を搭載できる消火用タンク等の最新機能を備えた消防ヘリコプターを配備

するとともに，全国の消防機関としては初となる高度な救助能力と総合的な指揮機能を

併せ持つ，本部指揮救助隊「スーパーコマンドレスキューチーム」を創設することとし

ましたので，次のとおり，お知らせします。 

 

１ 消防ヘリコプターの配備 

京都市では消防ヘリコプターを２機保有（ひえい号・あたご号）し，通常火災や

事故における上空からの状況把握をはじめ，山林火災における空中消火や山岳救助，

遠隔地における救急搬送など様々な災害現場活動に迅速に対応しているが，昭和 

６３年の初フライト以来１７年を経過しているため，最新の性能・装備を備えた消

防ヘリコプター（新「ひえい号」）に更新するものである。 

（１）機種 

   ユーロコプター社製ＡＳ３６５Ｎ３「ドーファンⅡ」 

（２）主な装備（別紙参照） 

 新「ひえい号」 「ひえい号」 

ア 救急救命装置 〇 × 

イ 赤外線カメラ装置 〇 × 

ウ ヘリコプターテレビ電送システム 〇機外カメラで遠隔

操作（ズーム 44 倍）

〇機内カメラ（ズー

ム 18 倍） 

エ 消火用タンク 〇機外タンク（900ℓ） 〇機内タンク（500ℓ）

オ ＧＰＳ装置 〇 × 

カ 衝突防止装置 〇 × 

（３）運行開始 

   平成１７年４月７日（木） 

（４）事業費 

      １２億５千万円 

（５）性能 

全長 １３．７３メートル 最大全備重量 ４，３００キログラム 

全幅  ３．２５メートル 最大出力 ８５１馬力×２基 

全高  ４．０６メートル 最大座席数 １３席 

主回転翼直径 １１．９４メートル 最大巡航速度 時速２８６キロメートル 

（６）その他 

   平成１７年４月２６日(火)の京都市消防活動総合センター（南区上鳥羽塔ノ森

下開ノ内他）竣工式において，本部指揮救助隊と併せて新「ひえい」号の紹介を

行う。 



２ 本部指揮救助隊（「スーパーコマンドレスキューチーム」）の運用 

   本部指揮救助隊とは，高度な救助能力・機材を持つ本部救助隊（スーパーレスキ

ュー）と本部救助隊を指揮する本部指揮隊（スーパーコマンド）で構成された，消

防局本部直轄の少数精鋭部隊で，大地震やＮＢＣ災害など特殊で高度な救助活動が

必要な場合，一体的に迅速な活動を展開する。 

本部指揮救助隊には，生存者を探査する電磁波探査装置などの最新鋭の救助機材

を装備する。 

 

（１）部隊の概要等 

本 部 指 揮 救 助 隊(スーパーコマンドレスキューチーム) 
                   ２１名配置（１チーム７名×３交代） 

 本部指揮隊(スーパーコマンド) 本部救助隊(スーパーレスキュー) 

配置場所 消防局本部 消防活動総合センター 

配置人員 
６名配置（１チーム２名×３交代）

：隊長１名 隊員１名 

１５名配置（１チーム５名×３交代）

：副隊長１名 隊員４名 

使用車両 司令車 
特殊災害（ＮＢＣ）対策車,大型救助

工作車 

 

（２）部隊の主な任務（例） 

  ①大地震等に伴う困難な救助活動 

本部指揮隊（スーパーコマンド）は消防局本部から司令車で，本部救助隊（ス

ーパーレスキュー）は消防活動総合センターから大型救助工作車で現場へ急行

する。合流した本部指揮救助隊（スーパーコマンドレスキューチーム）は,所轄

消防署の各隊等に対して指揮を行い，高度な救助活動を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防本部 

 スーパーコマンド 

 隊長１，隊員１ 

消防活動総合センター 

 スーパーレスキュー 

 副隊長１，隊員４ 

スーパーコマンドレスキューチーム 

［スーパーコマンド］[スーパーレスキュー]

司令車（災害

現場へ出動）

大型救助工作車（災害現

場へ出動） 

＜スーパーコマンドの役割＞ 

現場において情報収集を行い，

救助の計画を立て，スーパーレ

スキューに救助活動を指揮（隊

員は活動に参加する場合有） 

＜スーパーレスキューの役割＞ 

スーパーコマンドの救助計画に基づ

き，救助活動を展開 

活動内容： 

・電磁波探査装置や二酸化炭素探査装置を使用して生存者を探査 

・削岩機等により内部進入困難な閉鎖空間からの生存者の救出 

所 轄 消

防 署 等

の各隊 指揮 



②テロ・ＮＢＣ災害に伴う救助活動 

本部指揮隊（スーパーコマンド）は消防局本部から司令車で，本部救助隊（ス

ーパーレスキュー）は消防活動総合センターから特殊災害（ＮＢＣ）対策車で

現場へ急行する。合流した本部指揮救助隊（スーパーコマンドレスキューチー

ム）は,所轄消防署の各隊等に対して指揮を行い，検知や救助活動を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 

火災や水災等の通常災害時には，本部指揮救助隊（スーパーコマンドレスキュ

ーチーム）は，災害発生現場を所轄する消防署の指揮隊や救助隊等（※）の活動

を支援する。また，緊急消防援助隊や国際消防救助隊の派遣要請があった場合，

迅速に出動する。 

 

※ 本市には，救助活動を専門に行う所轄（方面）救助隊が５隊（北部・中部・

南部・西部・東部）あり，１２の消防署（分署）にそれぞれ指揮隊がある。  

指揮隊…災害現場において，情報収集を行い，活動計画を立て，出動した

救助隊等に対する活動の指示や現場における広報活動を実施する。 

  

  救助隊…救助に関する専門の技能・知識を有した隊員が，救助機材を活用

し,人命救助活動を行う。 

 

（４）スーパーコマンドレスキューチームに導入する機材等 

   本部救助隊（スーパーレスキュー）には，従来から保有する画像探査機などの

高度救助機材のほか，３種類（電磁波探査装置・二酸化炭素探査装置・水中探査

装置）の高度探査装置を導入する。（別紙参照） 

消防本部 

 スーパーコマンド 

 隊長１，隊員１ 

消防活動総合センター 

 スーパーレスキュー 

 副隊長１，隊員４ 

スーパーコマンドレスキューチーム 

［スーパーコマンド］[スーパーレスキュー]

司令車（災害現

場へ出動） 

特殊災害対策車（災害

現場へ出動） 

＜スーパーコマンドの役割＞ 

現場において情報収集を行い，

救助の計画を立て，スーパーレ

スキューに安全対策と汚染拡

大防止等の活動を指揮（隊員は

活動に参加する場合有） 

＜スーパーレスキューの役割＞ 

スーパーコマンドの救助計画に基づ

き，救助活動を展開 

活動内容： 

・物質等の検知，測定活動 

・応急的な汚染拡大防止活動 

・被保護者及び汚染区域に対する除染活動 

・高度救助機材等による救助活動 

所 轄 消

防 署 等

の各隊 
指揮 



（別紙） 

［消防ヘリコプターの主な装備］ 

ア 救急救命装置 

ＡＥＤ（除細動器）や心電図伝送装置等の高度な救急機材を機内に設置。高規格救

急車と同様に救急救命士による高度な救急処置が可能となり，遠隔地での救急搬送

に効果がある。 

 

イ 赤外線カメラ装置 

  可視できない地中火等を赤外線カメラにより映像で確認する装置。山林火災等に

おいて燃焼範囲等の確認が可能となる。 

     

ウ ヘリコプターテレビ電送システム 

   上空から火災などの災害状況を撮影し，その映像を消防指令センターに電   

送するシステム。 

  なお，地震等の大規模災害発生時には，被災状況の映像を災害情報画像伝送シス

テムにより，総務省消防庁や首相官邸等へも送信する。 

 

 ※ 災害情報画像伝送システム 

  地震などの大規模災害発生時に，比叡山等に設置した高所カメラや消防ヘリコ 

 プター等により撮影した画像を通信衛星「スーパーバード」により，総務省消防 

  庁，首相官邸，他都市消防本部へ送り，即時応援体制を確立するためのシステム 

 

エ 消火用タンク 

機体下部に装着した機体一体型のタンク(容量９００リットル)。常時装着可能で

山林火災時には，迅速な空中消火が実施できる。 

  なお，従来の機内タンク（容量５００リットル）と比較して，機内スペースが有

効活用でき，容量も多く，また，ホバリング（ヘリコプター特有の機能で，空中で停

止飛行すること）しながら自己給水することが可能となった。 

 

オ ＧＰＳ装置 

  飛行高度及び現在地が，機内及び消防指令センターで把握できる位置情報システ

ムで，全国で初めてヘリコプターの位置を消防指令センターの３Ｄ地図に立体的に

表示することができる。 

 

カ 衝突防止装置 

   航空機同士の衝突を警報により防止する装置。 

 

 

 

［スーパーコマンドレスキューチームに導入する機材等］ 

電 磁 波 探 査 装 置：建物の倒壊や土砂崩れ等の災害現場で，瓦礫等に埋もれた生存 

者の呼吸等の動きを電磁波によって探査する装置 

二酸化炭素探査装置：建物の倒壊や土砂崩れ等の災害現場で，瓦礫等に埋もれた生存

者の排出する呼吸の二酸化炭素を高感度で検出する装置 

水 中 探 査 装 置：水没した行方不明者の水中捜索現場で，水中誘導可能な広角レ 

ンズ付の水中を探査する装置 


